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	オランダ：国際ジャンボリーでノロウイルス集団感染

（国際的警告）

７月末から８月初めにかけて、オランダでのボーイスカウト国際大会で、ノロウイルス集団感染が発生しました。そこで、８月１２日の欧州疫学週報にオランダからの警告が掲載されました。また、２００１年には米国でも夏のキャンプ場でノロウイルス事故が発生していますので、併せてお知らせします。

雑　誌　名    Eurosurveillance　Ｗeekly ， Volume8－Issue33（12／August／2004）

文　献　名   Norovirus outbreak at an international scout jamboree in the Netherlands, July-August 2004: international alert
（オランダ、2004年7月－8月の国際スカウトジャンボリーでのノロウイルス集団感染：国際的警告）
オランダで開催された国際スカウトサマーキャンプにおいて、4,500人の参加者のうち、約250人（スカウト及び役員）がノロウイルスに集団感染した。35人の参加者は最終日の夜に発病し、そして２人は７月26日のキャンプ開始前に発症していた。

47人の患者は水分補給のために地域の病院に入院したけれど、多くの患者は嘔吐、下痢程度で、一般的に軽症あった。感染防止対策は集団発生防止のために速やかに実施された。

ノロウイルスは国立公衆衛生院において、嘔吐物から、リアルタイムPCR検査で確認された。糞便については現在検査中である。夏キャンプに感染原因と報告された二人の子供は、一人はスコットランド、もう一人はオランダからで、これら二人の検体分析結果から否定することはできなかった。

今回の集団感染において、ウイルスの感染者から複数の感染経路により感染したことが考えられ、一般的に、食品あるいは水に起因して集団感染が発生する。初めの疫学調査で、集団感染の原因として食品は否定された。スカウトは欧州基準に適合した糞便の汚染されていない遊泳湖で泳いだ。現在、水を採取してノロウイルスが存在しないか分析している。スカウトにアンケートを配り、情報収集と分析をしている。

国立のジャンボリーキャンプ場には3,700人以上の参加者（11歳から17歳）及び約800人の役員が参加した。オランダの参加者以外にベルギー、英国、ドイツ、ウクライナ、セルビア、コソボ、トルコ、米国、オーストラリア、香港、インドネシア、パキスタン、アルジェリア、チュニジア、ナイジェリアおよびケニアを含む31ヶ国のスカウト約1,000人が参加した｡ジャンボリーは８月５日に終わったが、その後の７日間にも多数の報告があった。

回復後もノロウイルスを排出し、不顕性感染をしているかもしれないので、衛生的な対策として、ウイルスによる感染防止を図るために、キャンプ場を去る全ての参加者に手洗いの徹底を強く指導した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（遺伝子型別と報告先については削除　訳：笈川）

〔米国の事例報告〕

2001年6月ウイスコンシン州の２つのサマーキャンプ場において、異なる複数の団体に、胃腸炎の集団感染が続けて発生した。キャンプ場の検査では、食品保管に問題は無かった。便所は水道水の手洗設備がついた穴式便所で、石鹸やタオルは無かった。患者便を検査したところ細菌は検出されなかったが、PCR検査でノーウォーク様ウイルス（以下NLV、現在のノロウイルス）が確認された。キャンプ場内において人から人へ感染したと考えられた。キャンプ場では環境面での清潔化と手洗設備の充実が重要である。NLVは人から人へ直接伝播するだけでなく、飛沫でも伝播するとの報告がある。

（MMWR August 03,2001／50(30)：642-643　訳：笈川）

現在、まだ原因調査中での通報段階です。我が国では、ノロウイルスの事故は10月から翌年５月までです。しかし、今後我が国において夏場の事故防止ため、注意喚起が必要だと考えられます（笈川）。
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